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現 ２ ・ ３ 年 生 対 象  

令 和 4 年 度 開 講  各「演習」科目登録について  

◆ 学 科 基幹 科 目であ る 「 演習 」 科目の 登 録 を行 い ます。 必 ず 期間 内 に登録

し て く ださ い 。  

◇ 不 明 なこ と があれ ば 『 履修 要 綱』を 確 認 し 、 教 務課窓 口 で 相談 し てくだ

さ い 。  

各 「 演 習 」 科 目 登 録 ス ケ ジ ュ ー ル  

応募期間： 11 月 23 日 (火 )正午～ 12 月 6 日 (月 )正午  

応募方法： K-SMAPYⅡ  抽選希望登録とアンケート機能  
※ ど ち ら か 1 つ だ け 登 録 し た 場 合 、選 考 対 象 外 と な り ま す 。必 ず 2 つ

と も 回 答 し て く だ さ い 。  

 

「演習」に関する注意事項 

☆今回当選する科目は１科目です。 

☆大学 HPに公開しているシラバスをよく読んで登録してください。 

（在学生・保護者の方へ→授業・履修→演習→日本文学科の演習科目について） 

☆科目の曜日・時限は現時点の予定です。来年度 4月に変更される場合があります。 

☆当選した科目は、原則として削除することができません。 

☆一部の演習は卒業論文履修者のみが選択することができます。仮シラバスに記載され

ているので、必ず確認してください。 

☆「選択した専攻の演習を４年次に１科目以上履修のうえ、単位を修得しなければなら

ない」（履修要綱 P30参照）と規定されています。必ずご自身のコース及び単位修得

状況を確認したうえで登録してください。 

☆専攻外演習の修得単位は選択している専攻演習科目に算入が可能です。4年次に選択

する演習は専攻の演習又は専攻外演習を選択されることを薦めます 

☆同じ名称の演習科目の履修はできません。自身がすでに修得・履修している演習科目

をよく確認し、応募してください。 

 

■登録時の注意について■ 

①希望する演習は必ず第 6希望まで選択してください 

②希望優先登録・アンケートは両方回答してください。片方だけ登録した場合は無効に

なります 

③回答・申し込みが完了しているかの確認を必ず行ってください 
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１．科目の登録方法 ※志望理由の登録は、「２．志望理由の登録方法」をご確認ください。 

①Ｋ－ＳＭＡＰＹⅡ画面より［履修登録］→［抽選希望登録］をクリックします。 

    

②抽選希望登録画面より「日本文学科演習登録」をクリックします。 

 

③科目の選択画面が表示されるので、第１希望～第 6希望まで選択してください（必須）。 

 

※次年度開講科目のため、すべての科目名欄には「（次年度）」と「予定」が表示されます。 

④希望する科目の希望順位欄に第 1希望～第 6希望まで選択をしたら最下部にある［申請］をクリ

ックします。 

 

                  

 

科目の登録が完了したら、志望理由を K-SMAPYⅡの「アンケート機能」から登録を行ってくださ

い。登録方法は次ページをご確認ください。 

 

 

科

目

名 

教

員

名 

［申請］をクリックすると左図のようなメッセージが表示されます。

［OK］をクリックします。 

［OK］をクリックすると左図のようなメッセージが表示されます。 

下図の抽選希望登録画面の［申込状況］欄に［申込済み］の表示が

され科目の登録は完了します。 

 

開

講

学

期 



日本文学科 次年度「演習」科目登録会資料 

3 

 

２．志望理由の登録方法 

①K-SMAPYⅡの［掲示・アンケート］→［アンケート］をクリックします。 

②タイトル欄の「日本文学科演習科目の登録について」をクリックします。 

 

③アンケート回答の画面が表示されます。 

  

 

 

 

④回答後は、アンケート回答一覧に［回答済］と表示され回答が完了します。 

          
応募期間中は、何度でも回答した内容の変更が可能です。 

最後の回答ボタンが押せていなかった。回答を送信している間にページを閉じてしまい登録が完

了していなかった。など、ご自身では「登録が完了した」と思っていても登録が完了していない

ケースが散見されます。必ず期間内にアンケートが「回答済」になっていることを確認してくだ

さい。 

注意事項をよく読んで応募の申込を行ってください。 

①各設問に回答してください。 

②【設問 4】で抽選希望登録で選択をし

た第 1希望～第 3希望までの志望理由

を全角 250字（半角 500字）以内で必

ず入力してください。 
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日本文学科 現２・３年生 

令和４年度開講演習一覧 

※曜日・時限は予定ですので、変更になる場合があります。 

※演習内容等の詳細については、大学ホームページ掲載の仮シラバスを確認すること。 

 

【日本文学演習】 

開講学年 応募科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

土佐 秀里 火 ６ 万葉びとの生活と感情 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

谷口 雅博 火 ６ 上代の神話・説話を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

上野 誠 火 ４ 『万葉集』の風土論的研究 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

山田 利博 金 ２ 『源氏物語』若紫巻を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

太田 敦子 木 ５ 『源氏物語』「若菜上」巻を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

塚原 明弘 木 ６ 光源氏の政治と王権 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

竹内 正彦 金 ６ 『源氏物語』「葵」「賢木」巻を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

荒木 優也 火 ４ 『古今和歌集』を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

荒木 優也 木 ６ 新古今歌人の秀歌を読む 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

野中 哲照 火 ６ 中世散文の研究 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

岩崎 雅彦 火 ５ 八文字屋本浮世草子の研究 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

中村 正明 火 ４ 
洒落本を読み解く ―江戸の遊廓文化

と文学― 日本文学演習Ⅲ 

3・4 

日本文学演習Ⅱ 

中村 正明 木 ６ 

明治初期文学を読み解く ―毒婦小

説『鳥追阿松海上新話(とりおひおま

つかいじやうしんわ)』― 日本文学演習Ⅲ 

 

次頁に続く 
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【日本文学演習】 

開講学年 応募科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

岡崎 直也 月 ４ 堀 辰雄の文学 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ★ 

石川 則夫 月 ３ 卒業論文作成に向けての研究発表 
日本文学演習Ⅲ★ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

井上 明芳 金 ５ 横光利一・森敦研究 
日本文学演習Ⅲ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ★ 

井上 明芳 金 ６ 
卒業論文作成のための日本近現代文学

研究 日本文学演習Ⅲ★ 

3・4 
日本文学演習Ⅱ 

鬼頭 七美 月 ２ 新聞小説を読む 
日本文学演習Ⅲ 

※★印の科目は、原則として卒業論文を提出する４年生が履修することができる。 

 

【日本語学演習】 

 

 

 

 

 

  

開講学年 応募科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

3･4年 

日本語学演習Ⅱ      小田 勝 月 ６ 古典文法の研究、古典文解釈法の研究 

日本語学演習Ⅱ      富岡 宏太 月 ４ 中古語の研究 

日本語学演習Ⅲ      吉田 永弘 水 ６ 中世日本語の研究 

日本語学演習Ⅲ     諸星 美智直 木 ３ 
ビジネス言語学（文書・会話の語彙・

語法）と近代敬語の研究 

日本語学演習Ⅲ 新 任 教 員 火 ６ 
現代日本語（方言を含む）の文献講読

と調査研究 
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【伝承文学演習】 

開講学年 応募科目名 担当者 曜日 時限 ページ 

３・４年 

伝承文学演習Ⅱ 飯倉 義之 火 ６ 現代の伝承・都市民俗を調査・研究する 

伝承文学演習Ⅱ 八木橋 伸浩 水 ２ 現在学としての民俗学の実践的演習 

伝承文学演習Ⅱ 菊池 健策 火 ５ 記録から読み取る生活 

伝承文学演習Ⅲ 大石 泰夫 金 ３ 民俗芸能とその研究方法を学ぶ 

伝承文学演習Ⅲ 松尾 恒一 木 ４ 
祭礼・芸能文化、民間信仰・民俗宗教の

調査と研究法 

伝承文学演習Ⅲ 高久 舞 水 ２ 
民俗芸能研究の方法と現代的課題を考

える 

伝承文学演習Ⅲ 鈴木 明子 金 ６ 絵図資料に見る芸能と伝承 

伝承文学演習Ⅳ 小川 直之 火 ２ 
民俗研究の方法―比較研究法を修得す

る─ 

伝承文学演習Ⅳ 伊藤 慎吾 月 ５ 伝説・怪異と地域社会 

伝承文学演習Ⅳ 服部 比呂美 金 ４ 民俗の比較研究法を学ぶ 

 

 

【専攻外演習】 

※1 R2年度入学生までは 2年次以降履修可 

開講学年 応募科目名 担当者 曜日 時限 テーマ 

３・４年 

日本語教育学演習Ⅰ 菊地 康人 月 ２ 
日本語教育を通して日本語を見つ

める 

日本語教育学演習Ⅱ 菊地 康人 金 ６ 
日本語教育を通して日本語を見つ

める 

言語学演習 諸星 美智直 火 ６ 福祉言語学（手話と点字）の研究 

言語学演習 新井 小枝子 火 ２ 方言語彙の分析 

表現文化演習Ⅰ ※1 津島 知明 月 ３ 近・現代詩の鑑賞と創作 

表現文化演習Ⅱ 橋本 貴朗 火 ６ 仮名書道―古筆の表現を学ぶー 

表現文化演習Ⅲ 川口 晴美 木 ３ 
日本語で書かれたさまざまな詩を

読み、自分でも詩を書く。 


